
五
回
（
明
治
四
十
四
年
）
ま
で
は
勿
論
自
ら
の
修
業
は
別
と
し
て
、
何
等
の

劉
社
會
的
仕
事
を
も
見
せ
な
か
っ
た
。
私
は
そ
の
時
代
を
今
記
憶
の
底
に
残

し
て
ゐ
な
い
が
、
恐
ら
く
私
の
霊
が
落
選
し
た
か
、
妙
な
櫂
力
的
安
定
に
不

滴
を
も
っ
た
の
か
、
そ
の
い
づ
れ
か
に
原
因
し
て
私
は
第
三
回
第
四
回
に
製

作
一
黙
稜
表
し
て
ゐ
な
い
。
審
査
員
と
稲
す
る
も
の
4
顔
燭
れ
も
固
定
し
て

ゐ
た
。

相
前
後
し
て
蹄
つ
て
来
た
人
に
は
、
有
島
生
馬
、
山
下
新
太
郎
、
齋

藤
豊
作
、
湯
浅
一
郎
、
白
瀧
幾
之
助
、
南
薫
造
の
諸
君
が
あ
っ
た
。
が
こ
の

人
逹
が
蹄
つ
て
来
て
も
、
日
本
の
美
術
界
は
そ
の
障
壁
を
撤
麿
し
て
迎
へ
、

新
な
戦
術
を
充
分
稜
輝
さ
せ
や
う
と
は
し
な
い
。
こ
は
ば
っ
た
織
子
扱
ひ
で

な
け
れ
ば
、
全
然
除
外
視
し
て
、
一
向
に
温
顔
を
向
け
や
う
と
は
し
な
か
つ

こ。t
 

（
未
完
）

（
本
学
蔵
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
チ
ー
ヴ
オ
リ

・
ヴ
ヰ
ラ

・
デ

私
は
そ
れ
で
も
第
五
回
に
『
幸
あ
る
朝
』

ス
タ
の
池
』
の
二
作
を
文
展
に
出
品
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
私
は
こ
の
主
題
に

よ
る
『
私
の
足
跡
』
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
に
到

践
し
た
。
謂
は
ゞ
前
書
は
序
文
で
あ
る
。
が
こ
の
序
言
な
し
に
は
『
私
の
足

跡
』
の
第
一
歩
を
も
構
成
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

（
文
責
在
太
田
耕
治
）

（
『
美
術
新
論
』
第
五
巻
第
四
号
。
昭
和
五
年
四
月
）

③

辻
村
松
華
の
休
職
、
渡
仏

辻
村
松
華
（
本
名
延
太
郎
。
漆
工
科
教
授
）
は
仏
国
ガ
イ
ヤ
ー
ル
の
招
聘
に
よ

り
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
八
日
。ハ
リ
ヘ
向
け
出
発
し
た
。
辻
村
の
履
歴
書

十
二
月

明
治
廿
八
年
十
月
七
日

同
月
廿
五
日

同
月
廿
九
日

同
世
九
年
九
月

同
月

ス

任
東
京
美
術
學
校
教
授

叙
高
等
官
八
等

十
二
級
俸
下
賜

叙

正

八

位

宮

内

省

文
官
分
限
令
第
十
一
條
第
一
項
第
四
琥
二
依
リ
休
職
ヲ
命

文
部
省

佛
図
「
ガ
イ
ヤ
ー
ル
」
二
聘
七
ラ
レ
同
工
場
二
於
テ
楳
漆

蒔
絡
ヲ
僻
授
シ
芳
ラ
蒔
縮
ノ
應
用
範
園
二
就
キ
調
査
研
究

佛
園
巴
里
「
フ
ヂ
ナ
ワ
ー
」
工
場
二
於
テ
「
ド
リ
ュ
ー

ル
、
ベ
ヤ
ル
ニ
ー
、

マ
タ
ン
」
「
ヴ
ヮ
ニ
ス
」
類
塗
料
ノ

製
作
ヲ
賞
地
練
習
ス

瑞
西
國
ジ
ュ
ネ
ー
プ
市
女
子
工
褻
學
校
ノ
聘
二
應
ジ
一
箇

月
間
交
換
教
授
ヲ
為
シ
錫
板
彫
鍍
ノ
技
術
ヲ
練
習
ス

同
四
十
年
一
月
獨
逸
、
ベ
ル
ジ
ッ
ク
、
英
國
ヲ
歴
視
シ
テ
蹄
朝
ス

十
一
月
廿
八
日
休
職
滴
期
〔
退
官
〕

辻
村
は
藤
島
武
二
と
反
対
に
大
変
筆
ま
め
で
、
横
浜
出
港
後
。ハ
リ
到
着
ま
で

の
見
聞
を
校
友
会
に
書
き
送
り
、
そ
れ
が

「
渡
仏
記
行
」
と
し
て

『
東
京
美
術

学
校
校
友
会
月
報
』
第
四
巻
第
六
、
七
、
九
号
に
連
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

バ
リ
や
ジ
ュ
ネ
ー
プ
滞
在
中
の
書
簡
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
緒
に

出
発
し
た
藤
島
の
消
息
を
そ
れ
ら
か
ら
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
パ
リ

に
着
き
、
先
ず
ス
フ
ロ
ー

・
ホ
テ
ル
に
入
り
、
そ
こ
で
偶
然
白
浜
徴
と
桜
岡
三

四
郎
に
出
合
い
、

「
五
六
日
滞
在
し
て
、
都
合
上
菅
原
氏
と
外
一
名
と
は
、
他

ズ 同 同
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次
に
三
四
会
は
、
明
治
三
十
一
年
頃
山
崎
朝
雲
、
海
野
美
盛
、

新

海

竹

太

の
ホ
テ
ル
に
引
き
う
つ
ッ
て
、
自
分
一
人
が
此
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
、
藤
島
佐

藤
の
雨
君
は
、
フ
ハ
ー
シ
ー
に
」
引
ぎ
移
っ
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。

④
第
一
回
彫
塑
展
覧
会

彫
塑
会
が
明
治
三
十
五
年
五
月
の
第
三
回
展
を
最
後
に
立
ち
消
え
と
な
っ
た

あ
と
、
彫
刻
科
の
卒
業
生
た
ち
は
彫
塑
同
志
会
や
三
四
会
に
加
わ
っ
て
研
究
を

続
け
、
東
京
彫
工
会
、
日
本
美
術
協
会
の
旧
風
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

彫
塑
同
志
会
は
在
京
の
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
に
よ
る
組
織
で
、
前
出
の
「
研

究
会
」
（
本
書
72
頁
記
事
参
照
）
は
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
成
は
明
治

三
十
六
年
九
月
頃
と
思
わ
れ
、
隔
月
に
常
会
を
開
ぎ
、
毎
回
課
題
と
作
者
を
決

め
、
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
合
評
し
た
。
例
え
ば
第
三
回
常
会
の
模
様
は
次
の
如

く
で
あ
っ
た
。

〇
彫
塑
同
志
會
東
京
美
術
學
校
彫
刻
科
卒
業
生
中
の
在
京
者
の
組
織
せ
る

同
會
ハ
第
三
回
常
會
を
去
三
十
日
午
後
上
野
公
園
内
東
花
亭
に
て
開
き
た
り

営
日
出
品
の
重
な
る
者
ハ
長
愛
之
氏
の
寒
さ
（
薄
肉
）
山
本
筍
一
氏
の
寒

さ
（
胸
像
）
紫
野
健
作
氏
の
平
和
（
全
体
物
）
の
諸
作
な
り
次
回
の
課
題

ハ
「
恐
怖
」
に
て
抽
銀
の
上
製
作
者
ハ
中
村
直
彦
、
渡
邊
長
男
、

黒

岩

淡

〔
油
〕

哉
、
遠
藤
忠
雄
、
毛
利
数
武
、
山
崎
和
治
、
松
原
象
雲
、
細
谷
一
＿
一
郎
の
八
名

と
定
ま
り
た
り

（
明
治
三
十
七
年
二
月
一
日
『
読
売
新
聞
』
）

郎
、
米
原
雲
海
、
沼
田
一
雅
ら
が
結
成
し
た
「
あ
と
う
会
」
と
い
う
研
究
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
が
同
三
十
二
年
に

三
三
会
（
会
員
が
九
名
だ
っ
た
こ
と
に
よ

る
）
と
な
り
、
同
三
十
五
年
春
に
三
四
会
へ
と
発
展
し
た
も
の
で
、
「
毎
月
十
五

日
に
例
会
を
開
き
、
毎
回
二
種
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
三
名
ず
つ
の

（
『
山
崎
朝
雲
資
料
集
』
昭

作
品
を
出
品
、
会
員
相
互
で
批
評
研
究
し
あ
っ
た
。」

和
六
十
二
年
。
福
岡
市
美
術
館
協
会
）
と
い
う
。
課
題
は
「
酔
顔
」
「
ハ
イ
カ
ラ
」

（
明
治
三
十
六
年
九
月
）
、
「
寝
顔
」
「
死
」
（
同
年
十
月
）
、
「
風
味
」
「
活
気
」
（
同

年
十
一
月
）
、

．．．
．．．．．． 

「
老
翁
」
「
ほ
お
か
む
り
」
（
同
三
十
七
年
七
月
）
等
々
が
出

題
さ
れ
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
校
長
時
代
の
遂
初
会
と
似
通
っ
た
か
た
ち
で
活
動

を
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
上
記
の
彫
塑
同
志
会
の
活
動
形
体
も
こ
れ
と

よ
く
似
て
い
る
。
三
四
会
は
木
彫
界
の
革
新
派
が
中
心
と
な
っ
て
起
こ
し
た
団

体
で
、
洋
風
写
実
主
義
彫
刻
法
を
採
り
入
れ
て
革
新
を
試
み
て
い
た
。
会
員
は

多
く
、
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
の
中
に
も
本
山
白
雲
、
渡
辺
長
男
、
山
崎
和
油
、

本
保
義
太
郎
、
長
愛
之
、
細
谷
三
郎
、
黒
岩
淡
哉
、
山
本
筍
一
、
水
谷
鉄
也
等

は
同
会
に
加
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
中
に
は
三
四
会
と
彫
塑
同
志
会

の
両
方
に
参
加
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
八
年
五
月
に
至
り
、
彫
刻
科
卒
業
生
に
よ
る
彫
塑
同
窓
会
が
主
催

す
る
第
一
回
彫
塑
展
覧
会
が
上
野
公
園
旧
五
号
館
で
開
催
さ
れ
た
。
旧
彫
塑
会

メ
ソ
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
七
年
十
二

月
九
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
「
彫
塑
展
覧
会
白
井
雨
山
氏
主
と
な
り
同
展
覧

会
を
来
春
上
野
五
号
館
に
て
開
会
す
べ
し
と
」
と
い
う
予
告
が
載
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
新
帰
朝
の
雨
山
が
尽
力
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
巻
第
八
号
は

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
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